
１．ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 における位置づけ

２．施策指標と達成状況 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する指標です。

重点プロジェクト
子育てするならふじみ野市・こどもの未来を育むプロジェクト

総合戦略
出産や子育てのしやすいまちを創出する

令和7年度　施策評価シート

施策
体系

分　野 03　子育て・福祉 ～みんなで支え合う思いやりのあるまち～

施　策 12　保育　－子育ても仕事もガンバる保護者を応援します－

関　連　課

目　　標

保育を必要とする子育て家庭が安心して子育てができ、育てる喜びも感じられるよう関係機関と協議・調整を図りな
がら、多様化する保育需要に対応した保育環境の整備を進めます。

施策目標の実現
に向けた取組

（1）保育基盤の充実
〇教育・保育の充実のため、保育所等の継続的な設備整備や修繕を進めます。
（2）保育人材の育成及び保育の質の向上
〇就業や働き方の変化により多様化する保育ニーズを的確に捉え、保育所等の健全運営の支援と質の高い保育の維
持・向上に努めます。
〇小学校との連携や発育・発達に関する専門的支援の充実を進めます。
〇保育士の専門性を高める研修などを充実させ、適切な人材育成・配置に努めるとともに、安定した教育・保育の提
供体制を確保します

主　管　課 こども・元気健康部　保育課
評価責任者 増村　規子

評価日 令和8年6月2日
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指標
１

指標名 保育所待機児童数※減少を目指す指標【総合戦略】

説明
子育て中の保護者が就労等の理由により、保育所等に入所申請しており、入所条件を満たしているにもかかわら
ず、入所待ちしている状態にある児童の中で緊急性が高い児童の人数

単位 人

成果

年度 令和12年度

目標値 0 0 0 0 0 0 0

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
２

指標名

説明

単位

実績値 2 5

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
３

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
４

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値

年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

指標
５

指標名

説明

単位

令和10年度 令和11年度 令和12年度

目標値

実績値



３．施策への投入コスト （単位：千円）

４．評価対象年度の施策実施内容 ※網掛けの指標は後期重点プロジェクトに該当する取組です。

５．評価

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

0 0 0

人件費 1,130,061 1,186,227 1,384,642 0 0 0

事務事業費 3,849,489 3,838,560 4,937,240 0

0

収
入

特定財源 2,682,109 2,387,706 3,350,744 0 0 0 0

支
出

0 0

実施内容 実施実績と効果 主な事務事業

一般財源 2,297,441 2,637,081 2,971,138 0 0

取
組
①

【総合戦略】
民間保育所の特色
に応じた保育環境
充実支援

民間認可保育所に対し、定員、保育士勤
務年数、児童の年齢に応じた公定価格に
基づき、支弁額を算出し委託料として支
払った。また県補助金や、民間保育所等
補助金交付要綱に基づく一時保育や延長
保育、病児保育など市単独の補助事業を
活用し、保育環境の充実を支援した。

民間認可保育園16施設、認定こども園2施
設、小規模保育事業所及び事業所内保育
事業所5施設に対し、給付委託料に加え、
病児保育事業補助を始めとした18種のメ
ニューによる補助金を支援し、民間保育
所の人的及び物的保育環境の充実を図
り、保育の質を向上させた。

幼児教育・保育施設運営支援事
業

取
組
②

【総合戦略】
入所選考事務の質
の向上

保育所を利用するための申請書を受け付
け、保育の必要性の認定及び入所できる
保育所を決定した。

保育所入所選考ＡＩマッチングシステム
を活用し、時間の効率化を図り適切な入
所選考事務を行った。

保育所入所事務

取
組
⑤

評価

取
組
③

【総合戦略】
霞ヶ丘保育所２階
テラス手摺修繕

平成12年3月の建設以来、20年以上雨風に
さらされて、木の剥がれや腐敗などの老
朽化で危険な状態であったため、令和7年
6月5日から6月30日の間に修繕工事を実施
した。

危険個所が無くなった且つ同じ場所にあ
るプールの利用前に工事を終えることが
でき、安心して行き来できるなど、園児
たちにとって良好な保育環境を維持する
ことができた。

市立保育所管理運営事業

取
組
④

【総合戦略】
乳児等通園支援事
業(こども誰でも
通園制度)の実施
に向けた環境整備

全てのこどもの育ちを応援し、こどもの
良質な成育環境を整備することを目的と
し令和８年４月から始まる本事業につい
て、公立２園で実施できるよう、ポータ
ルサイトの利用環境や例規等の整備、他
市への視察を実施した。

隣接市の公立園への視察やポータルサイ
トの利用環境整備、及び本事業用に新た
に職員を配置することが決まり、上野台
保育所及び霞ヶ丘保育所で令和８年４月
の受入開始に向けた準備が進んだ。

市立保育所管理運営事業

指標の達成状況 待機児童数については近年1桁台を推移しており（令和5年4月1日時点0人、令和6年4月1日2人、令和7年4月1日時点5
人）、平成26年度以降、積極的に民間保育園の誘致に取り組んできたこと、保育課窓口における適切な入所案内、各
保育施設における受入体制の整備等が実を結び、成果へと繋がっているものと考えられるが、令和6年度以降微増し
てきているので、更に効果的な取り組みを行うことも検討しなければならない。
また、待機児童の解消と並行して必要なことが市内保育施設の保育の質の向上となる。
公立保育所では令和5年5月から登降園管理、出欠遅刻の連絡や一斉連絡などにＩＣＴを導入したことで、保育業務の
効率化を図り、保育の質の向上に努めている。
今後は、公私保育所関係者間の情報交換や、確認指導監査等を通して、多様化する保育需要に連携して対応していく
必要がある。

おおむね順調

行政資源の活用

適切

取組の有効性

おおむね有効

施策の効果

効果が得られている


